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Vol.3追加事例
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帯広信用金庫
相林台支庖

地中熱及び冬期の外気で作製した氷冷熱を利用した

空調システムによる省エネ・節電

-E証主回遺ヨ・・

-全館の冷暖房は、冬期においても安定しだ熱源である地中熱を利用

レた、刻率の高い地中熱ピル用マルチヒートポンプシステムを採用。

.夏期の補朗冷房熱源として、冬期の自然外気により作製した氷を利

用し、エネルギー使用量を削減。

・全館の冷暖房システムとは別に、 1階のATMコーナーと待合口

ピーは、省工ネで快適性の高い床暖房を採用。

地中熱ピル用マルチヒートポンプシステムの導入にあたっては、平 企柏林台支庖外観

成21年度地域蹟境保全苅策費補助金(チャレンジ25地域づくり

事業) (環境省)を活用。

・抽申書島ピJIJ用マルチヒートポップシステh
地中熱ピル用マルチヒートポンプシステム〈冷房能力56kW、暖

房能力63kW)の屋外機は1階屋上に設置。熱源である地中熱交換

器は、駐車揚に深さ85mの井戸9本を設置。

・冬期の外気で作製しE氷lこよる冷房

冬期の-30C以下の外気を、社有車駐車場地下に設けだ貯氷庫内に

導入し製氷。夏期の冷房時は、氷の融解水を、熱交換器を介して空調

機に送り館内を冷房。さらに、氷冷房で利用しだ融解水を屋上に叡水

し、水の気化熱で屋根表面の温度を下げ、冷房負荷を値減。

・床睡雇用抽申熱ヒートポップ

1階待合ロビーとATMコーナーの床暖房熱源には、それぞれ専用

の地中熱ヒートポンプ〈躍房能力10kWX2台)を設置。地中熱交

換器は、駐車場に設置されている深さ75mの井戸2本。

....地申熱ピル用マルチヒートポンプ

屋外機
温室ヘZO"Cの空気合制。

....氷冷房システムフロー図

【事業費総額約 36.2∞万円】 l81!思量塩飽量

間規模の他支庖

綿一号
102 

司Z
37 庖一支一台一林一拍

一
率減

d
H自

由
同 巨亙罰 | 旬、市|

※柏柿台支庖と建築年が近く同規模の他支盾との平成2
6年度の比較。
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帯広信用金庫

・所在地:帯広市西3条南7丁目2番地
国代表者:理事長増田正二
・業種 :協同組織金融業
・問い合わせ先:総務部
・電話番号:0155-24-3171 ・URL:h社。://WWw.o刷shin.cojp/

-夏期は、日中の冷房負荷を催

減さぜるため、夜間の冷涼な

外気を強制的に館内に送風す

る外気冷房を実施。

・省エネと節電のだめ、 1階待

合ロビーにはLED照明を採

用。

・内陸型の安定した日照を最太

限活用するだめ、南面の外壁

lこ発電容量8. 2kWの壁画

垂直型太陽光発電モジコール
を設置。

企壁面垂直型木陽光発電モジュール




